
東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

車両の管理に関する事務

車両の日常点検・定期点検・保守点検を実施します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 警防課 係　　名 警防係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

職員による車両及び艤装の日常点検 消防ポンプの日常点検、機能点検及び専門機関による保守点検

車検を含む各種法定点検に関する事務

専門機関による特殊車両の点検

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-5217 メールアドレス keiboka@ciy.toon.lg.jp

２ 消防・救急体制の充実

事業区分

事業の目的
現場活動に支障をきたすことが無いよう、車両の維持管理を行い住
民の安心・安全を守るため。

根拠法令等 道路運用車両法、労働安全基準法

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

020 1018 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

車両の法定点検 実施回数 回
35 35 35 35

35 35

消防ポンプ、はしご車等の保
守点検

実施回数 回
7 7 7 7

7 7

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 4,383 5,447 5,888

0.109 692 0.109 688 0.109 688

計(Ａ) 4,383 5,447 5,888

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 警防係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

消防車両によっては、老朽化のために不具合が出ることが懸念されます。

効率性
消防車両は特殊車両であるため専門業者による点検が不可欠でありますが、日常点検を実施することで早期の異常を発見することが可能になりま
す。

改　革
計　画

日常の点検及び整備を確実に行います。また、消防車両の更新については財源確保を含め更新計画を検討します。

今後の方向性 方法改善

法定点検及び日常点検を確実に行っており、適正な維持管理ができています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

災害現場で使用する消防車両の維持管理業務は、法令遵守や安全管理にもつながる重要な業務です。今後も適正な維持管理に努め
てください。また、老朽化による車両更新は計画的に行う必要があります。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 5,075 6,135 6,576

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

法定点検、保守点検を実施することにより災害現場での活動に支障がないようにするため必要です。

有効性 適切な車両の維持管理を行うことで、迅速な出場、現場活動を行うことができ、災害の被害軽減に繋がっています。

達成度

警防課長
総　合
評価点

mailto:keiboka@ciy.toon.lg.jp
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№ ― 2

平成 15 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

メディカルコントロールに関する事務

救急活動中に医師に対して救急救命士を含む救急隊員が常時指示要請を行うことができ、医
師から指導・助言を受けられます。救急活動について医師の事後検証による医学的観点の評
価を受けられます。救急救命士の再教育及び気管挿管認定のため病院実習を行います。救
急救命士を含む救急隊員の教育のため研修会への参加や訓練を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 警防課 係　　名 救急救助係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

事後検証により評価を受ける検証医との契約事務及び検証票
作成・報告

救急救命士・救急隊員への教育のための研修会への参加及び訓
練の企画・立案等の事務

救急救命士の再教育病院実習へ申請事務

気管挿管認定救命士育成のための病院実習申請及び登録
事務

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-5217 メールアドレス keiboka@city.toon.lg.jp

２ 消防・救急体制の充実

事業区分

事業の目的

メディカルコントロール体制（①医師による救急救命士を含む救急隊員への常時
指示又は指導・助言体制②救急活動の医学的観点からの事後検証体制③救急
救命士の病院実習等の再教育体制）の構築により、救急救命士を含む救急隊員
が行う応急手当及び救命処置等の質を保証し、救命率の向上につなげるため。

根拠法令等 救急救命士法

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

020 2010 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

再教育病院実習 実習人数 人
8 8 9 14

8 6

気管挿管認定救命士 資格取得割合 ％
100 100 100 100

91 92

教育研修・訓練 実施回数 回
3 3 3 3

0 5

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 424 422 578

0.211 1,340 0.183 1,155 0.183 1,155

計(Ａ) 424 422 578

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 救急救助係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

JPTEC（病院前外傷トレーニングコース）やMCLS（多数傷病者対応標準化コース）等の研修会へ救急救命士及び救急隊員が参加できるような体制
を整えて行く必要があります。また、救急救命士資格を維持していくためには、２年間で１２８時間の再教育や研修会等に参加して、１２８点取得する
必要があるため、ポイント管理の徹底を図っていく必要があります。

効率性 メディカルコントロール体制の構築により、現在の手法を継続していく必要があります。

改　革
計　画

JPTEC等の研修会について、受講料の予算化を検討します。また、救急救命士におけるポイント管理を徹底していきます。

今後の方向性 拡大・充実

事後検証・再教育・研修等を通じて、救急救命士を含む救急隊員が行う応急手当及び救命処置等の質の確保ができていることで、救命率の向上
につながっています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

救急救命士及び救急隊員が資格取得する研修会については、受講料を予算化していく必要があります。また、救急救命士のポイント管
理においても、管理を徹底していくことが必要です。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,764 1,577 1,733

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

メディカルコントロール体制の構築により、救急救命士を含む救急隊員が行う応急手当及び救命処置等の質を保証し、救命率の向上を図る必要が
あります。

有効性
少子高齢化の影響により救急に対する需要が増加する中、市民のニーズに応えるため、質の高い均一な救急サービスを提供することにつながりま
す。

達成度

警防課長
総　合
評価点

mailto:keiboka@city.toon.lg.jp
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№ ― 9

令和 4 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

緊急時周りに健常者がいる場合は直ぐに緊急通報を依頼できますが、通報できる健常者がいない場合は自分で緊急通報する必要があります。

有効性 今まで一人で電話等による119番通報ができなかった方が一人で通報ができるようになり、迅速な対応が可能となります。

達成度

警防課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 152 217 207

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 通信指令係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

Net119がどういうシステムかを解りやすく住民に広報する必要があります。

効率性 松山圏域４消防本部での共同事業にすることで負担額が削減できています。

改　革
計　画

社会福祉課等の市関係部局と調整し、対象者の参加する会合などで説明を行うなど積極的な広報を行います。

今後の方向性 拡大・充実

利用対象者への周知の方法を考える必要があります。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

音声での通報に不安がある方にとってNet１１９通報システムは、緊急時に有効なシステムであることから、今後も事業を継続して登録者
の増加を図ることが必要です。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 72 62

0.024 152 0.023 145 0.023 145

計(Ａ) 0 72 62

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

利用者登録
申し込みのあった利用者の登録
や、使用方法の説明を行う

人
0 10 10 10

0 8

指標名

公的関与

089-964-5217 メールアドレス keiboka@city.toon.lg.jp

２ 消防・救急体制の充実

事業区分

事業の目的
耳の不自由な方や発語が難しい方など、音声での119番通報に不
安のある方が、スマートフォン等を用いて音声によらない緊急通報
を行えるようにするため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

020 3044 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

Net119関係事務

松山圏域４消防本部（松山・伊予・久万高原・東温）でNet１１９シス
テムを導入します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 警防課 係　　名 通信指令係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

Net１１９導入事務

住民広報

申請者登録作業及び操作説明

達成度を
測る指標

mailto:keiboka@city.toon.lg.jp

